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　ロンドンオリンピックが始まり、何かと話題が多い今

日この頃ですが、城南病院の最近の取り組みについて

皆様に紹介させていただきます。

　城南病院では脳卒中や骨折後、肺炎などで長期臥

床後に生じる廃用症候群などに対する回復期リハや

亜急性期の疾患に対して力を入れて取り組んでおり

ます。これに関連してMRIの据え付け工事も７月に

始まり、9月３日より本格稼働予定です。また7月1日

より新たに精神保健指定医が赴任し、精神科常勤医

が３名、非常勤医２名で入院ならびに外来診療を行っ

ております。

　このほか地域貢献をさらに推進するため、今年４月

から三つの新規事業を始めております。

　一つは、近い将来廃止が決まっている療養型病床

（32床）を障害者病床に変換する事業で、５月中に看護

基準を療養型の25:1から障害者病棟の10:1に調整し、

障害者に該当する患者様の受け入れを積極的に進めて

まいりました。多くの患者様・ご家族様の協力を得なが

ら、神経難病の患者様を中心にご入院いただき、5月後

半には、障害者に該当する患者様の割合が80%以上に

なりました。基準をクリアできたということで、６月１日付

けで、九州厚生局に障害者病棟への転換の届け出をし

ております。常勤の神経内科医が３名、脳外科医が１名、

リハビリスタッフも４４名と充実している当院の特色を

生かして県南の神経難病の患者様の診療に少しでも貢

献できればと考えております。

　二つ目は住宅型有料老人ホーム「まいのはら」が４月

１２日より開所されました。けやきや楠の大木が茂る森

に包まれ、野鳥のさえずりが聞こえる自然豊かなモダ

ンな施設で、病院の敷地内

にあり、病院の外来へも３分

で行くことができ、デイケア

への通所も院内の回廊を

通って５分ほどで行けるとい

う恵まれた環境が特長かと

思います。オープンから３カ

月で40室のうち既に35室

に入居があり、入居の予約、

見学、問い合わせも続いて

おります。遠からずに満室に

なるのではないかと考えて

おります。

　三つ目は通所リハビリテー

ション「なごみ」の横に地域リ

ハビリテーションセンターが

４月１２日に開所、活動が開始

されています。少しずつ利用

者の方は増えています。デイ

ケアに通所されている利用

者様の身体リハビリ、ご自宅

へ出向いての訪問リハビリな

どを幅広く行っております。

　城南病院グループでは、安

全で質の高い医療・介護の提供、地域で選ばれる病

院、施設になることを院是として、合わせて約300名の

職員が、城南病院での医療、在宅ケアセンターならびに

関連施設で介護福祉サービスを地域に提供しておりま

す。どうぞお気軽にご利用ください。

城南病院の
最近の取り組みについて

住宅型有料老人ホーム「まいのはら」

オープン当日の様子

地域リハビリテーションセンター

院長　内野 誠

院長より皆様へ



　法令に基づき、平成24年6月1日より「感染防止対策

室」ができました。そして感染防止対策室には「感染制御

チーム」（以下、ICT）がいて、院内感染対策に携わってお

ります。ICTは、医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師から

1名ずつ、計4名(＋α)で構成されています。当院には以

前から感染対策委員会があり、感染対策部会（以下、部

会）を設けて活動してまいりましたが、このたび新たに院

長直属の組織としてのICTができたわけです。従いまし

て、感染対策委員会と部会およびICTが院内感染対策を

担うことになりました。現実には感染対策委員会で行っ

てきた業務の多くをICTが引き継ぎますが、新たに病棟

ラウンドを行うことになりました。

　衛生に関しては部会がラウンドを行いますので、ICT

は患者様の感染症の管理を中心に評価していきます。す

でに活動が始まっており、毎週1回巡回し、報告書を作成

して職員に公開し、感染対策を推進していただいており

ます。また、連携病院でのカンファランスへの参加が義務

付けられており、6月1日に済生会熊本病院での「第1回

カンファランス」に参加しました。15病院が参加し、情報

交換も行われる予定です。済生会熊本病院とは専用メー

ルでつながり、専門医のアドバイスを受けることができま

す。新しいシステムになり、大いに活用していきたいと思

いますが、感染対策の成否が職員各人の努力にかかって

いることに変わりありません。

室長　
木村 竜也

感染防止対策室

西１Ｂ病棟（障害者施設等一般病棟）　

　こんにちは、西１Ｂ病棟を紹介

させていただきます。

　平成12年から介護療養病棟

として12年間やってまいりまし

た。今年6月より障害者病棟へ転換することになりまし

た。ベッド数は３２床です。障害者病棟への転換は、介護

保険より医療保険での適用となる事や介護療養の患者

様の介護から神経難病疾患の患者様を看護するという

技術面や看護面での役割機能が変わります。そこでどう

したら患者様に満足したケアを提供できるかスタッフ全

員で検討し、西2病棟（障害者病棟）のスタッフや医師の

指導の下、障害者病棟として出発しました。

　５月より障害者病棟の経験があるスタッフを新しく４名

迎え、そのスタッフと共に準備を行い対応できるようにな

りました。また神経内科の先生方の協力により入院患者

が増加し、5月8日には３２床中７割の神経難病の患者様

を受け入れることができました。特定疾患の神経難病、

重度意識障害、重度肢体不自由者、脊髄損傷の患者様が

対象となります。年齢層も以前は平均年齢85歳でしたが

現在は75歳で、若い方は20歳台の方もおられ、接遇面

での配慮が特に必要とされます。また検査や処置も多く

なり、より適切な対応が求められてきました。入退院も増

加しているため、安全と安心を心掛けた入院環境を提供

できるようにスタッフ全員で協力し頑張っていきたいと

思います。

　障害者病棟の西１Ｂ病棟をよろしくお願いいたします。

病棟師長
外村 妙子



当院の看護部では看護の知識および技術向上のために、新人看護師教育から

キャリアアップ教育、自己啓発・研究などのプログラムを作成し教育を行っています。

　病院内での感染を防ぐために、基

本的な感染対策を職員一人ひとりが

理解し、実践できるように職員研修を

開催しています。

院内感染対策職員研修

　退院される患者様がスムーズに在宅療養へ

移行できるように、入院中から支援しています。

すでに退院支援・退院調整ナース養成研修に

３名が参加し、活動しています。

退院支援勉強会

　看護部では、年に１回熊本保健科学大学の

先生に監修していただき、全部署より看護研

究の発表会を学会形式で行っています。研究の

結果は、毎日の看護ケアに役立てています。ま

た、学会などでの発表も行なっています。

看護研究発表会

　新人研修は、入職後数週間、現場で必要な

知識と操作、接遇など多岐にわたって実践的

に行います。実際の業務に近い形で指導を

行ったり、職種を問わず看護や介護、介助や安全

管理に関する実践的な指導を行う研修です。

新人看護技術研修

城南病院の看護教育
～より良い看護サービス提供のために～

学び続ける姿勢
尊敬と協調の姿勢

誇りと喜びを持って働く姿勢

看護部教育方針

看護部教育スローガン

社会人として専門職として
成長に応じた継続教育を推進する



　平成24年度の看護部の教育についてご紹介い

たします。教育の体制については、昨年の広報誌

（Vol.38）で看護部長より紹介いたしましたので、今回

は、院内・院外の教育状況についてご紹介いたします。

　当院は看護学生の実習施設として、関連法人の熊

本保健科学大学や熊本駅前看護リハビリテーション

学院から看護実習を受け入れています。また、その他

にも城南中学生の職場体験実習や介護員養成の実

習も受け入れています。

　職員研修については、全ての職員が教育を受ける

機会が得られるように、経年別研修や、キャリア教育

を企画し、専門職として成長に応じた継続教育を実施

しています。院外研修では、実習指導者講習会や退

院調整ナース養成研修など長期の研修へ参加しても

らいました。また、７月には、初めて介護福祉実習指導

者養成研修へ２名の介護福祉士に参加してもらい、

実習の重要性を痛感したとの感想がありました。

　今後も学生の実習指導や後進の育成に貢献してい

く教育にも力を入れていきたいと思っています。

看護部教育担当師長
田﨑 悦子

城南病院看護部の
教育に関して
～院内・院外教育の紹介～

　今年度は、介護教育委員が、自主的に勉強

会を企画し、基本に基づいた安全な介護技術

の指導と習得に研鑽しています。

介護福祉士勉強会
       －移動・移乗動作の演習－

　救急救命研修では、国立病院機構熊本南病

院の救急部長より、救急救命に必要な知識を

学びました。今年度も複数回、シチュエーショ

ン別に医療機関の職員が備えておくべき、救

命方法を実践的に学びます。

救急救命研修（BLS）

　４月に入職した新人看護師が、病院

を離れて在宅の高齢者宅を訪問しま

した。地域で生活する高齢者のニーズ

や生活を支援していく社会資源の利

用や必要性を知ることができました。

看護の日

　神経難病や人工呼吸器が必要な患者様が

増加し、簡易的な呼吸機器から精密な人工呼

吸器が導入されます。専門医の指導を受けな

がら新しい知識と技術を学んでおり、今年度は

複数回の勉強会を企画しています。

人工呼吸器勉強会短期留学生の
体験実習受け入れ（大邱保健大学）

　大邱保健大学の看護学生が関連法人の熊本保健科学大学に

日本の看護技術や病院機能、保険制度などを勉強に短期留学して

おり、その一環で実際の日本の医療現場の体験実習の受け入れを

行いました。初めて見る日本の医療現場の実態と韓国との違いを

体験され、流暢な日本語で熱心に実習されていました。日本にとても

興味をもっておられたことに驚きました。

ちょう

テ グ

さん



MRI装置の導入について

あれこれ

今年9月に導入予定のMRI装置のご紹介と、8月

25日（土）開催の「城南病院夏まつり」について

ご案内いたします。

今回の「あれこれ」は……

城南病院の

9月3日（月）稼働予定の
GE社製1.5テスラMRIシステム

　ついに、当院では、９月からMRI（1.5テス

ラ）が稼働いたします。私は神経内科医で、

主に脳血管障害、パーキンソン病、筋萎縮性

側索硬化症(ALS)などの変性疾患、認知症

などの患者様の診療に携わっておりますが、MRIは、我々の領域でも

大きな力を発揮します。急性期脳梗塞の診断、血管（動脈硬化）の評

価、認知症の診断、進行度の評価、そのほか、様々な疾患の診断に有用

であります。MRI導入によって、入院、外来の患者様に、より質の高い医

療の提供を目指しております。読影システムの導入も予定しておりま

すので、近隣の開業医の先生方からのご依頼もお待ちしております。

神経内科 医師　内野 克尚

　一昨年の外来棟新築に伴い、当院の放射線科

に８列のマルチスライスのＣＴ装置が新設され、

このたびＧＥ社の最先端インターフェイスを備え

た1.5テスラのＭＲＩ装置が設置されました。この

MRI装置は、最新のテクノロジーで高速かつ確

実に、より精細な形態を撮像できる高画質撮像

をもたらします。撮像頻度が最も高い脳神経領

域においてその真価を発揮し、整形外科領域に

おいてもより的確な検査および診断を患者様に

提供できるようになります。当院の診療品質の

向上に貢献したいと願っています。

診療部放射線科 技師長　天野 一弘
　　　　　　　 技師長　永廣 順治

MRI装置撮像結果
1：海馬近傍画像 
2：拡散強調画像
3：頭部MRA画像 
4：膝関節画像

1 2
3 4



　 果物を食べやすい

大きさに切る。

　

　 水と砂糖を溶かし

て白みつを作り、冷し

ておく。

　

　 沸騰したお湯でく

ずきりを好みの硬さ

にゆでる。

寒天の代わりに、鍋料理などで使われる
くずきりを使った簡単で冷たいデザート。
冷たいくずきりと甘い白みつの、つるんと
のど越しがさわやかです。夏の“涼”が味わ
えます。季節の果物を添えてみてください。

●くずきり（乾）…40ｇ　●白みつ…40ｇ
●水…120ｃｃ　●砂糖…40ｇ
●果物（キウイ、桃、パイン、チェリー）
●つぶしあん（小豆缶）…40ｇ

　 ざるにとり冷やし、

しっかりと水気を切る。

　 くずきりを器に盛

り白みつをかける。果

物、つぶしあんを飾れ

ば出来上がり。

 （1人分：123kcal）

1.

2.

3.

4.

5.

材料（4人分）

市販のくずきりを使うので簡単です。熱中症には
水分はもちろんのこと糖分も必要といわれてい
ます。つるりんひんやりデザートで元気に夏を乗り
切りましょう！砂糖が気になる方は市販の甘味料
を使うと低カロリーにできます。

事務部総務経理課
係長　勝木 俊夫

あれこれ

「城南病院夏まつり」
開催のご案内

　来たる8月25日（土）、恒例の「城南病

院夏まつり」を開催いたします。今年は

一部趣向を変えて、昼の部（午後3時開

演）にて「熊本市南6地域包括支援セン

ター」主催によります地域講演会を共同

開催いたします。当院内野誠院長を講師

に、「脳卒中を予防するには」というテーマで当院研修ホールに

て開催いたします。また、講演会終了後外来フロアにて健康相

談会と題し、健康、介護、リハビリなどの相談ブースを設け、各

種相談会を開催いたします。今回特別に熊本市南区保健子ども

課のご協力により、熊本県内に多い疾患といわれる「慢性腎臓

病（CKD）」専門相談ブースを開設いたします。

　一方、夜の部（午後6時30分開始）は当院グラウンドを会場

にタレント・英太郎さんによる「ものまねショー」、歌手・際田まみ

さんによる「ふるさと熊本城南ミニコンサート」、地域の皆様によ

る舞踊、太鼓などのアトラクションを催します。「くまモン」もやっ

てきます。会場には職員手作りの焼き鳥、焼きそば、綿菓子、か

き氷などのバザーを出店します。また、恒例の大抽選会は豪華

賞品を多数取りそろえております。昼の部、夜の部共に入場無

料です。お子様からご年配の方まで楽しんでいただける企画を

準備しておりますので、ご家族お誘い合わせの上、多数の皆様

のご来場を職員一同心よりお待ちしております。

レシピ紹介 　　 管理栄養士　南部 美由紀



外来診療担当医

内科
神経内科
呼吸器内科
消化器内科
外科

診療科 併設施設

在宅ケアセンター
●居宅介護支援事業所 なごみ
●ヘルパーステーション なごみ
●通所リハビリテーション なごみ

●物忘れ予防デイケア ときめき
●認知症デイケア かがやき
●精神科デイケア すまいる

地域リハビリテーションセンター
サービス付き高齢者向け住宅
きらり舞原

関連グループ法人

一般財団法人 化学及血清療法研究所
学校法人銀杏学園 熊本保健科学大学

医療法人杏和会 城南病院 広報委員会 編集発行

http://www.jonan-hospital.or.jp/ 熊本 城南病院 検 索
〒861-4214　熊本県熊本市南区城南町舞原無番地
TEL 0964-28-2555　FAX 0964-28-4849

脳神経外科
整形外科
リハビリテーション科
皮膚科
精神科

内野克

内野克

木村貴

片岡

AM PMAM PMAM PMAM PMAM PMAM PM

内野院長

木村貴

松村

内野院長

内野院長

松村

木村貴

髙橋

村方

担当医

松村

小出

松村

木村貴

有吉

木村竜

木村貴

中山

村方

小出

木村貴

髙橋、有吉

木村貴

大串

大串

内野克

内野院長

内野院長
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外来診療時間
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お問い合わせ

☎ 0964-28-2555
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バス・タクシーをご利用の場合

熊本交通センターから
「4番のりば」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

JR南熊本駅から
「南熊本バス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

イオンモール熊本（旧ダイヤモンドシティクレア）から
「イオンモール熊本クレアバス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、
「城南病院前バス停」下車。またはタクシーで5分

JR富合駅から
「国町駐車場バス停」より「南区役所経由城南総合出張所行き」乗車、
「城南総合出張所」下車。その後タクシーで5分

九州自動車道をご利用の場合

九州自動車道御船ＩＣより車で10分

私たちは、病める人の気持ちを理解し、信頼され、
選ばれる病院を目指して研鑽します。

城南病院の理念

バリュー
常に患者様本位で考え行動します。
専門医療を推進するため謙虚な態度で日々研鑽に努めます。
地域、社会ならびに医療機関との連携を推進します。
心身両面にわたる自立支援を多職種協同で実現します。
互いに尊敬と協調の心を持ち、仕事に専念します。

学会等認定施設

日本認知症学会認定専門医教育施設
日本神経学会認定専門医准教育施設

住宅型有料老人ホーム まいのはら
グループホーム・ケアホーム けやき

表紙写真：病院敷地内「癒しの森」にて撮影


